
次期中期計画のうち第１(1)(2)改正案（中期計画・項目の変更状況）

改正案 現行

第１　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 第１　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

　１　教育に関する目標を達成するための措置 　１　教育に関する目標を達成するための措置

　　⑴　学部の教育の内容及び成果に関する目標を達成するための措置 　　⑴　教育の内容に関する目標を達成するための措置

　　　ア　卒業の認定及び学位授与 　　　ア　入学者受入方針・入学者選抜

　　　　(ア) 卒業認定及び学位授与 　　　　(ア) 学部

　　　　(イ) 成績評価 　　　　(イ) 大学院

　　　イ　教育課程の編成及び実施 　　　イ　教育課程

　　　　(ア) 教育課程の編成 　　　　(ア) 学部

　　　　(イ) 教育の実施 　　　　(イ) 大学院

　　　ウ　入学者の受入れ 　　　ウ　教育方法

　　⑵　大学院の教育の内容及び成果に関する目標を達成するための措置 　　　　(ア) 学部

　　　ア　修了認定及び学位授与 　　　　(イ) 大学院

　　　　(ア) 修了認定及び学位授与 　　　エ　成績評価

　　　　(イ) 成績評価 　　　　(ア) 学部

　　　イ　教育課程の編成及び実施 　　　　(イ) 大学院

　　　　(ア) 教育課程の編成 　　⑵　教育の成果に関する目標を達成するための措置

　　　　(イ) 教育の実施 　　　ア 学部

　　　ウ　入学者の受入れ 　　　イ 大学院

（注）項目の立て方を変更しているが、記載内容は一部を除き変更なし。改正前から改正後の記載内容の移行状況は学部については上記
矢印のとおり。（大学院についても同様の移行になるため矢印は省略）
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次期中期計画のうち第１(1)改正案（中期計画・学部の変更状況）

改正案
修正
内容

現行

⑴	学部の教育の内容に関する目標を達成するための措置
ア　卒業の認定及び学位授与

(ア) 卒業認定及び学位授与
「新たな芸術創造の可能性を広げ、幅広く芸術分野で活躍できる
人材を育成する」という教育理念の下、「豊かな人間性と社会性
を身につける教育」を行うにあたり、不断に大学及び各学部の
ディプロマ・ポリシーと学士課程全授業科目の到達目標との整合
を図る。

転記
によ
る
削除

⑵　教育の成果に関する目標を達成するための措置
「新たな芸術創造の可能性を広げ、幅広く芸術分野で活躍できる
人材を育成する」という教育理念の下、文化的素養と国際感覚を
身につけるための基盤的な教育を行う「全学教育」と、専門分野
の実技や理論を基礎から高度な内容まで段階的に履修する「専門
教育」の連携によって、「豊かな人間性と社会性を身につける教
育」を行うにあたり、不断に大学及び各学部のディプロマ・ポリ
シーと学士課程全授業科目の到達目標との整合を図る。

(イ)成績評価
大学及び各学部のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の
方針）に則り、公平で透明性のある評価基準により、それぞれの
学生の学修到達度を測定し、厳正な成績評価を行う。

修正
なし

(1)エ　成績評価
大学及び各学部のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の
方針）に則り、公平で透明性のある評価基準により、それぞれの
学生の学修到達度を測定し、厳正な成績評価を行う。

【数値目標①】
学部卒業生の輩出　96人/毎年度

修正
なし

【数値目標③】
学部卒業生の輩出 ９６人/毎年度

イ　教育課程の編成及び実施

（ア）教育課程の編成
文化的素養と国際感覚を身につけるための基盤的な教育を行う
「全学教育」と、専門分野の実技や理論を基礎から高度な内容ま
で段階的に履修する「専門教育」の連携を図る。
学士課程の専門教育においては、専門分野の実技や理論を基礎か
ら高度な内容まで、段階的に履修することを基本として、全学教
育とも連携し、各学部の教育方針の下、カリキュラム・ポリシー
（教育課程編成・実施の方針）に基づき教育課程を編成する。

転記
によ
る加
筆

(1)イ　教育課程（前半）
学士課程の専門教育においては、専門分野の実技や理論を基礎か
ら高度な内容まで、段階的に履修することを基本として、全学教
育とも連携し、各学部の教育方針の下、カリキュラム・ポリシー
（教育課程編成・実施の方針）に基づき教育課程を編成する。

（イ）教育の実施
全学教育においては、幅広い教養を身につけるとともに、専門分
野の学修と将来の知的活動や職業生活、社会生活においても必要
な語学力、情報処理能力、コミュニケーション能力、論理的思考
力等を獲得できるよう、教育内容の一層の充実を図る。また、芸
術分野の学生が身に付けておくべき素養として、データサイエン
ス教育の導入を図る。

加筆

(1)イ　教育課程（後半）
全学教育においては、幅広い教養を身につけるとともに、専門分
野の学修と将来の知的活動や職業生活、社会生活においても必要
な語学力、情報処理能力、コミュニケーション能力、論理的思考
力等を獲得できるよう、教育内容の一層の充実を図る。

学士課程において、カリキュラム・ポリシーに沿って多様な実践
的教育や少人数によるきめ細かな教育を着実に実施するととも
に、学生の学修意欲や理解度の向上につながるよう、学修成果
(※1)・教育効果の把握・可視化(※2)など、教育方法の改善を図
る。

修正
なし

(1)ウ　教育方法
学士課程において、カリキュラム・ポリシーに沿って多様な実践
的教育や少人数によるきめ細かな教育を着実に実施するととも
に、学生の学修意欲や理解度の向上につながるよう、学修成果
（※1）・教育効果の把握・可視化（※2）など、教育方法の改善
を図る。

ウ　入学者の受入れ

大学及び学部の教育理念を踏まえたアドミッション・ポリシー
（入学者受入れの方針）に基づき、芸術活動への意欲が高く、学
士課程の学修に必要な基礎的知識や表現技術と将来性のある豊か
な芸術的感性を備えた人材を適切に選抜するため、入学者選抜方
法の改善を図り、実施する。

修正
なし

(1)ア　入学者受入方針・入学者選抜
大学及び学部の教育理念を踏まえたアドミッション・ポリシー
（入学者受入れの方針）に基づき、芸術活動への意欲が高く、学
士課程の学修に必要な基礎的知識や表現技術と将来性のある豊か
な芸術的感性を備えた人材を適切に選抜するため、入学者選抜方
法の改善を図り、実施する。

【数値目標②】
大学の志願倍率の維持向上　　　　２.３倍/毎年度

修正
なし

【数値目標①】
大学の志願倍率の維持向上 ２.３倍/毎年度
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次期中期計画のうち第１(2)改正案（中期計画・大学院の変更状況）

改正案
修正
内容

現行

⑵大学院の教育の内容及び成果に関する目標を達成するための措
置

ア　卒業の認定及び学位授与

(ア) 修了認定及び学位授与
芸術文化に対する深い理解と感性を持ち、創造力豊かで社会にお
いて芸術分野の幅広い実践及び研究活動を行う作家、演奏家、研
究者、芸術教育の専門的指導者など高度に専門的な職業を担い得
る人材を育成する。その際、各専門分野の高度な教育としての研
究指導及び授業並びに隣接領域を中心とした関連分野の授業につ
いて、各研究科のディプロマ・ポリシーとの整合を図る。

修正
なし

⑵　教育の成果に関する目標を達成するための措置
芸術文化に対する深い理解と感性を持ち、創造力豊かで社会にお
いて芸術分野の幅広い実践及び研究活動を行う作家、演奏家、研
究者、芸術教育の専門的指導者など高度に専門的な職業を担い得
る人材を育成する。その際、各専門分野の高度な教育としての研
究指導及び授業並びに隣接領域を中心とした関連分野の授業につ
いて、各研究科のディプロマ・ポリシーとの整合を図る。

（イ）成績評価
各研究科のディプロマ・ポリシー（修了認定・学位授与の方針）
に則り、公平で透明性のある評価基準による厳正な成績評価及び
透明性・客観性のある学位論文等の審査を行う。

修正
なし

(1)エ　成績評価
各研究科のディプロマ・ポリシー（修了認定・学位授与の方針）
に則り、公平で透明性のある評価基準による厳正な成績評価及び
透明性・客観性のある学位論文等の審査を行う。

【数値目標③】
大学院修了生の輩出　35人/毎年度

修正
なし

【数値目標④】
大学院修了生の輩出 ３５人/毎年度

イ　教育課程の編成及び実施

（ア）教育課程の編成
修士課程においては、学士課程における教育を基礎として、各専
門分野において高度な実践能力及び研究能力を養成するために、
各研究科の教育理念の下、カリキュラム・ポリシーに基づき教育
課程を編成する。また、国内外の芸術系大学との単位互換を含む
交流授業の充実を図る。
後期博士課程においては、本学の特長を生かし実技と理論との結
びつきを重視する教育課程の一層の充実を図る。

重複
削除

(1)イ　教育課程
修士課程においては、学士課程における教育を基礎として、各専
門分野において高度な実践能力及び研究能力を養成し、作家や演
奏家、研究者、芸術教育の専門的指導者となり得る人材を育成す
るために、各研究科の教育理念の下、カリキュラム・ポリシーに
基づき教育課程を編成する。また、国内外の芸術系大学との単位
互換を含む交流授業の充実を図る。
後期博士課程においては、本学の特長を生かし実技と理論との結
びつきを重視する教育課程の一層の充実を図る。

（イ）教育の実施
各研究科においては、学生個々の研究内容に応じて柔軟に研究指
導体制を組織し、カリキュラム・ポリシーに沿って、学生の個性
を尊重した教育を推進する。
後期博士課程においては、芸術文化についての幅広い見識を持
ち、自立した研究活動を行うために必要なより高度な能力を獲得
できるよう、関連領域の複数教員による研究指導体制により学位
論文の完成を目指して徹底した研究指導を行う。

修正
なし

(1)ウ　教育方法
各研究科においては、学生個々の研究内容に応じて柔軟に研究指
導体制を組織し、カリキュラム・ポリシーに沿って、学生の個性
を尊重した教育を推進する。
後期博士課程においては、芸術文化についての幅広い見識を持
ち、自立した研究活動を行うために必要なより高度な能力を獲得
できるよう、関連領域の複数教員による研究指導体制により学位
論文の完成を目指して徹底した研究指導を行う。

ウ　入学者の受入れ

修士課程においては、各研究科の教育理念を踏まえたアドミッ
ション・ポリシーに基づき、幅広い教養と専門分野の基礎的な知
識及び能力を備えているとともに、研究に対する強い目的意識と
意欲のある学部卒業生や社会人など多様な人材の受入れを推進す
る。
後期博士課程においては、研究科の教育理念を踏まえたアドミッ
ション・ポリシーに基づき、芸術に関する高度な知識を備え、自
立した研究者となるための意欲と能力と展望を備えている人材の
受入れを推進する。
また、より多くの人材を育成するため、定員の増の検討を進め
る。

加筆

(1)ア　入学者受入方針・入学者選抜
修士課程においては、各研究科の教育理念を踏まえたアドミッ
ション・ポリシーに基づき、幅広い教養と専門分野の基礎的な知
識及び能力を備えているとともに、研究に対する強い目的意識と
意欲のある学部卒業生や社会人など多様な人材の受入れを推進す
る。
後期博士課程においては、研究科の教育理念を踏まえたアドミッ
ション・ポリシーに基づき、芸術に関する高度な知識を備え、自
立した研究者となるための意欲と能力と展望を備えている人材の
受入れを推進する。

【数値目標④】
大学院の志願倍率の維持向上　　　１.５倍/毎年度

修正
なし

【数値目標②】
大学院の志願倍率の維持向上 １.５倍/毎年度

3


